
令和 7 年度 認定看護管理者教育課程ファーストレベル 講義計画 

教科目 学習目標 単元 教育内容 時間 評価者 講師 講師（実務家・実務家教員）所属 

（
１
５
時
間
） 

ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
論
Ⅰ 

1.ヘルスケアシステムの構造と現状を理解す

る。 

2.ヘルスケアサービスの提供者として、看護者

の専門性、社会的責任・役割を理解する。 

社会保障制度概論 ・社会保障制度の体系 
・社会保障の関連法規 

6 〇 小野寺 亘 学校法人埼玉医科大学 医学部 医療政策学  保健医療福祉サービスの 
提供体制 

・保健医療福祉制度の体系 
  地域包括ケアシステム 
  地域共生社会 

ヘルスケアサービスに 
おける看護の役割 

・看看連携 
・地域連携における看護職の役割 
・保健医療福祉関連職種の理解 
・看護の社会的責務と業務基準 

看護業務基準 

6  小野塚 由美子 社会福祉法人真正会 特別養護老人ホーム 真寿園  

・看護の社会的責務と法的根拠 
看護関連法規 

3  高橋 陽子 公益社団法人埼玉県看護協会  

（
１
５
時
間
） 

組
織
管
理
論
Ⅰ 

1.組織マネジメントの基礎知識を学び、自部署

の看護管理実践課題を明確にする。 

2.看護管理者の役割と活動を理解する。 

3.看護実践における倫理的課題や意思決定へ 

の支援について理解する。 

組織マネジメント概論 ・組織マネジメントに関する基礎知識 6 〇 今木 惠子 医療法人社団健育会 竹川病院 看護部 

・看護管理の基礎知識 3  横山 ひろみ 学校法人埼玉医科大学 保健医療学部 看護学科 

看護実践における倫理 ・看護実践にける倫理的課題 
・倫理的意思決定への支援 
  倫理綱領 

6  辻脇 邦彦 学校法人青淵学園 東都大学ヒューマンケア学部  

（
３
０
時
間
） 

人
材
管
理
Ⅰ 

1.労務管理の基礎知識を学び、看護管理の視点

で理解する。 

2.看護チームのマネジメントに必要な知識を理

解し、チームにおける連携・協働のあり方に

ついて考察する。 

3.人材育成の基礎知識を理解し、自部署におけ

る人材育成について考察する。 

労務管理の基礎知識 ・労働法規 
・就業規則 
・雇用形態 
・勤務体制 

3  内田 尚男 学校法人埼玉医科大学 総務部／職員キャリアアップセンター  

・健康管理(メンタルヘルスを含む) 
・ワークライフバランス 
・ハラスメント防止 

3  平澤 明美 医療法人誠壽会 上福岡総合病院 看護部 

看護チームのマネジメント 
 

・チームマネジメント 
・看護ケア提供方式 
・リーダーシップとメンバーシップ 
・コミュニケーション 

6 〇 岩満 裕子 学校法人青葉学園  東京医療保健大学 立川看護学部 看護学科   

・ファシリテーション 6  鈴木 夕岐子 学校法人埼玉医科大学 短期大学 看護学科  

・准看護師への指示と業務 
・看護補助者の活用 

6  長崎 雅子 学校法人埼玉医科大学病院 看護部 

人材育成の基礎知識 ・成人学習の原理 
・役割理論 
・動機づけ理論 
・人材育成の方法 

6  原嶋 弥生 学校法人埼玉医科大学病院 看護部 

（
１
５
時
間
） 

資
源
管
理
Ⅰ 

1.経営資源と管理の基礎知識を学び、看護管理

の視点で理解する。 

2.看護実践における情報の種類と特徴を理解

し、情報管理における倫理的な取り扱いを学

ぶ。 

経営資源と管理の基礎知識 ・診療・介護報酬制度の理解 
・経営指標の理解 
・看護活動の経済的効果 

6 〇 工藤 潤 Office.21  

看護実践における情報管理 ・医療・看護情報の種類と特徴 6  淺香 えみ子 公益社団法人 日本看護協会 

・情報管理における倫理的課題 
（情報リテラシー） 3  松尾 幸治 学校法人埼玉医科大学病院 神経精神科・心療内科 

（
１
５
時
間
） 

質
管
理
Ⅰ 

1.看護サービスの基本概念を理解する。 

2.看護サービス提供過程を理解する。 

3.安全を保障しながら、より質の高い看護サー

ビスを提供する方法を理解する。 

看護サービスの質管理 ・サービスの基本概念 
・看護サービスの安全管理 

6  長田 佳予子 社会医療法人社団新都市医療研究会〔関越〕会 関越病院 看護部 

・看護サービスの質評価と改善 
・看護サービスと記録 

9 〇 鈴木 彦太 学校法人埼玉医科大学病院 看護部 

(

１
７
時
間)

 

統
合
演
習
Ⅰ 

1.教科目で学習した内容を統合し、自部署の課

題を明確にし、自分の立場で取り組める具体

的な看護管理実践計画書が立案できる。 

演習 ・学習内容を踏まえ、受講者が取り組む 
課題を明確にし、対応策を立案する 

17 

グ
ル
ー
プ
の
担
当 

今木 惠子 
山浦 有里 
下室 公子 
松浦 隆 
森田 美和 
市川 洋子 
深谷 栄美子 
山崎 文子 

医療法人社団健育会 竹川病院 看護部 
公益社団法人東松山医師会 東松山医師会病院 看護部 
社会医療法人財団石心会 埼玉石心会病院 看護部 
社会医療法人社団新都市医療研究会〔関越〕会 関越病院 看護部 
学校法人埼玉医科大学病院 看護部 
学校法人埼玉医科大学国際医療センター 看護部 
社会福祉法人埼玉医療福祉会 丸木記念福祉メディカルセンター 看護部 
学校法人埼玉医科大学病院 看護部 

(

３
時
間)

 

特
別
教
科 

1.論文作成法を理解して、実際に教科目 

 レポートに活用できる。 

小論文の書き方 
(自由参加) 

・小論文とは    ・小論文の構成 
・各部分の内容   ・良い小論文とは 
・小論文の読み方  ・小論文の書き方 

3  木島 明美 日本赤十字社 相模原赤十字病院 看護部 

埼玉医科大学看護リカレント教育センター 

 

 


